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大阪大学の44 インチサイクロトロンの 5.7MeV 陽子ビームを用いて，ネオンによる陽子の弾性散乱及
びNe20 (Q= -1.63MeV) による陽子の非弾性散乱について励起函数と角度分布を測定した。
励起函数は入射陽子のエネルギーを実験室系で 4.6MeV から 100keV おきに 5.5MeV 迄変化させて
測定し角度分布は陽子のエネルギーが夫々 4.7 ， 4.9 , 5.1 , 5.3 , 5.5MeV の場合につき実験空系で30。
から 165 0 の聞の散乱角で、測定を行った。






















実施したので 20Ne に対する弾性散乱， 20Neキ (1.63MeV) に対する非弾性散乱 22Ne*(1.28MeV) に対
する非弾性敬乱はよく分離されている。そこでこの前二つのグノレーフ。について角度分布の測定を行った口










4 ,7 ,5 ,3 MeV に於ける共鳴散乱をー箇の複合核準位によるものとしてよいかどうかについては更に実
験的に検討すべきであるが，一応その様に考えて Blatt , Biedenharn の理論による分析を行い準位のスピ
ン等も求めている。
以上の研究は 5.7MeV 近傍の入射エネルギーにおける陽子と軽い核との相互作用機構につき貴重な新
しい資料を加えたものであり，理学博士の学位論文として十分な価値があるものと認められる。
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